
巻頭言

日本的ソサイエティの実現に向けて
絹即F_･Jl加藤修三

筏+怖稚拙Iii学会のソサイエTイ制への移行が9J122日に文部
省から認められ.来年性からソサイエティ制移行年度に.1JL成8年
度から本格実施に入ることが決まりました これは滋年ソヤイエ

ティ馴化に1叫ナ努)JLで来られた.iT;先唯の努力の賜物であり17に 〉-I
ぱしいことであります.

ソサイエティ別のfJJ.'.･.は.本会誌1'･成6年 1月号に述べられてい
るように (1)より′トさなiff勅牡川とすることによる参加意識のrEIJ上.史には

アクテビティの向上,(2)多くの柿駅のソサイエティ-の重言削二よる息思決定
の迅速化 ･独自介両の増人∴ (3)きめ細かい会n-のサービス等であります
また,ソサイエティとは(1)ソサイエティ会flの常i_tを行い.(2)ソサイエティ
会饗を徴収し.(3)放:L採卵ベースで所動を行い.(JI)会nはソサイエティ役

flの (被)選挙梅をiL.し.(5)原則として触ノブで定期的に論文誌を鮎1js･発行
する研究者集団と題われています 祐ソサイエティへの権限の委講とIHJ時に財

政を含むT;任の香講が港本であり∴●より多くの怖報を発十三･受信したい''と

いう全日の希望をいかに社7月的に'R別するかがソサイエティ制成Û=のかぎとな
ります_

lEEEはその分化を防ぐた桝 こ,1948年にソサイエティ制に移 J々'し,'拝見,
財政の仙ltliで各々が独甘してql勤しています IEEEにおけるソサイエティ別

の特徴の一つはボランティア所動にあり,現/I.,約 70.000人のボランティア

が出版 (論文誌.マガジン)および会.滋･セミナ等の選管に深く携わっていま

す TransacLIOnS出版を例にとると,ボランティアEdltOrがTransactlOnSを
稲ijiし く各ソサイエティ7JT掛.'3はページ数をモニタするのみ)一日'.版のための
Edltlng.用語のチェ7ク,71-マ ノティン//.フイルムの作製は本部または,

ソサイエティ叫滴J.Juが行います また.村1j!のためのEd■Lor‖-ctl-CrのnTi7m
糊はE(lltOrの所捕する会社が支払っていた例が多いようです RLに負.滋･セ

ミナ等の述'旨には =企業JR柵神目が&'Jく.,J乙価され.これらはほほ 100%ボラン

ティ7により逆骨されており,Ir;rXの大きな財政の一つとなっています こ

の.LIJ.版と会,-A･セミナ4,1･･の迷骨が化EEの収入の約 50%を占めており.これ

らが上述のボランティ7のL'1'敵で縦折的に'̂:別されているのがIEEEの特徴の

-つです_会員は個人会員のみであり (会札としての会員はない),これらの

会員が肖らの時IL5は 割いて全日へサービスを提供しています.従って,出放物

の仰l格,会議の参加焚等は全日/非全日の差が大きく,例えば.論文誌の非会
員への価格は会flへのそれの約 10†削こ設定されています(本学会は約zL71だ).
本学会も20人の用 1̀ほ はじめ多くのボランティアとfr務局とが協ノ)し･ll'･会
を通常していますが,残念ながらボランティアの学会への7(3化レベルの深さは

IEEEのそれには及びません 払架として.例えばi文投稿相成杵のように合

口諸氏が受けるサービスもll･1,1ミ1二に比較して高くなっています 財政的にこれ

らを解決するには.塊イ[･収益を/I_良.Lhしていない今同大会,技術研究報告竹の
価格を上げる方法も増えられますが.グロ ーバル化が進む中で.lh1.1･:I1-,のよう

に低コストの学会と鎚争または横並びでi占劫していくには本学会もコストnlj減

が必姐です_私共もこのために.例えば'lif+出版を史に進め,●'鮎水いらず11

を円接とした '唯+aJ'典■'等,也々の方策を検討していますが学会公休として
より良いサービスをより旺価格で提供し会員の学会従れを防ぐには.ilランティ

アのより湊いサポートが必安でう.

ソサイエティ制がうまく楼能するにはボランティアのより大きなサポートが

必須ですが,逆の見方をすればソサイエティ化により,より身近なJ't':会の'E.吸

がHl能となり,より深いボランティアのサポートをJgl待できる環JRが光ったと

もいえます.当面は武rr紺誤が杭くと思いますが,目標を失うことなくei'かな

ボランティア精神で′'Tf:会の兎Jji 会nのヰ福に尽くしたいものです.


